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研究成果の概要（和文）：　2001年以来6年ごとに実施してきた高校生調査(質問紙調査)の第3回調査を2013年に実施し
た。第3回調査は、福岡県（7校）、大阪府（9校）、東京都（10校）で実施し6092名分のデータを収集した。第3回高校
生調査の特色は、第1に、福岡、大阪のみならず東京で実施することによって、より日本社会の縮図となるようなデー
タの収集に努めたこと、第2に、東日本大震災をふまえて、科学技術と社会のあり方に関する高校生の意識を分析した
ことにある。
　データ分析の結果、(1)規範への同調傾向の強まり、(2)政治的態度における保守化の進行、(3)理系クラスで原発支
持者が多いことという興味深い知見が得られた。

研究成果の概要（英文）： We conducted high school students survey based on questionnaire every 6 years 
since 2001. In 2013 the third survey was carried out in three prefectures; Fukuoka(7 schools), Osaka(9 
schools) and Tokyo(10 schools).We collected the data of 6092 students. Features of the third high school 
students survey can be reduced to following two points. Firstly, by carrying out survey in Tokyo as well 
as Fukuoka and Osaka, we tried to bring the collected data to be representative of the Japanese society . 
Secondly, in light of the Great East Japan Earthquake, we analyzed the consicousness of high school 
students about the role of science and technology in society.
 The results of data analysis are as follows, (1) strengthening of conformity to the norm, (2)progress of 
the conservatism in political attitude, (3) The approval rating for nuclear power generation of science 
course students is higher than that of the other course students. These are interesting and suggestive 
findings of our survey.
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１．研究開始当初の背景 
 いつの時代であれ、いかなる社会であれ、
若者は次代を担う存在である。若者は現状の
批判者であり、現状からの逸脱者である。と
同時に新しい文化の創造者でもある。 
ひるがえって第二次世界大戦後の日本社
会をふりかえってみると、戦後復興からバブ
ル経済が崩壊する 1990 年代前半までの日本
社会は、総じてそれなりの安定性を保持した
社会であった。しかるに「失われた」10年を
経て 21 世紀を迎えると、格差問題が深刻化
し、非正規雇用労働者は増加の一途をたどっ
ている。急激な少子高齢化は社会保障費を増
大させ、国家財政は危機的状況にある。他方、
国際関係に目を向ければ、中国経済の進展は
日本の産業構造の空洞化に拍車をかけてい
る。このような状況のなかで 2011 年 3 月 11
日に、東日本大震災が起こった。 
まさしく閉塞状況にあり、将来社会に明る
い展望を持つことが困難な現状は、日本社会
が「第一の近代から第二の近代へ」と突入し、
ドイツの社会学者ベックのいう「リスク社
会」になったことを示している。リスク社会
において、日本の若者は、いかなる社会観、
公共性観、職業観、政治的態度を持っている
のであろうか。 
 社会学は近代西欧に誕生して以来、現実社
会に関する手堅い実証分析を通して社会問
題を解決し、将来社会に向けてよりよい社会
を構想することを学の使命としてきた。 
 本研究は、「若者の意識」という「1つの物
差し」によって、日本社会の現状と将来を解
明しようとするものであり、日本社会をフィ
ールドとして、社会学の使命である「よりよ
い社会」を構想する試みである。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、若者の意識の計量的・実
証的分析をベースにして、将来社会のグラン
ドデザインを試みるものであり、Ⅰ 高校生
を対象とした意識調査の実施、Ⅱ 若者の意
識の研究、Ⅲ 将来社会の構想という 3 つの
研究を遂行する。 
Ⅰ 高校生を対象とした規範意識調査の実施 
 私たちの研究チームは、2001年に福岡県で
第 1 回高校生調査を実施して以来、6 年後の
2007年には第2回調査を福岡県と大阪府で実
施してきている。2007年から 6年経った 2013
年に第 3回高校生調査を実施することにした。 
 第 3回高校生調査の概要は、以下の通りで
ある。 
 第 3回高校生調査 
調査対象者：福岡県の高校 2年生 7校 
      大阪府の高校 2年生 9校 
      東京都の高校 2年生 10校 
これまで実施してきた福岡県、大阪府に加え
て東京都でも実施して、日本社会の高校生の
縮図となるような調査とした。 

 
 第 3回高校生調査で質問した項目は、過去
2 回の調査を継続する部分と新規に加える部
分とからなる。継続する部分では、高校生の
規範意識や社会観などの質問項目を中心に
しており、12年間にわたる 3時点のデータ分
析よって、2000年代における我が国の高校生
の意識の変化した部分と変化しなかった部
分とを浮き彫りにする。新規に加える質問項
目としては、3.11東日本大震災を念頭におい
て、リスク社会において、原子力発電に代表
される科学技術のあり方やリスク認知の仕
方に関するものを用意した。 
Ⅱ 若者の意識の研究 
 高校生調査データの計量分析から得られ
た知見を出発点にして、若者の意識の特性を
解明する。意識の特性として焦点化するのは、
次の 3つである。第 1は、若者の規範意識お
よび政治的態度であり、第 2は、若者の社会
観および将来展望であり、第 3は、原子力発
電に象徴的に示される科学技術と社会のあ
り方についての若者の意識である。 
Ⅲ 将来社会の構想 
 １．２．の作業をふまえて、将来社会のグ
ランドデザインを行う。若者はいかなる人間
関係のあり方（ネットワーク形成）、社会観、
ジェンダー観をのぞんでいるかを明らかに
した上で、それを実現するような将来社会の
姿をデザインする。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、以下の 5つの課題を遂行する。 
Ⅰ 第 3回高校生調査の実施とその計量デー
タの分析 
１．調査票の設計 
 調査票の継続部分と新規追加分とは以下
のような構成になる。 
(1)継続部分 
①日常生活場面での規範意識 
②勉強・学歴観と友人関係 
③進路選択 
④地位達成志向・職業観  
⑤政治的態度 
⑥性別役割分業意識・ジェンダー観 
(2)新規追加部分 
①リスク認知 
②科学技術と社会のあり方 
③東日本大震災についての自由記述 
２．3 地域（福岡県・大阪府・東京都）での
調査の実施 
３．調査票の回収と点検・コーディング 
４．単純集計表の作成とデータ分析 
 データ分析の主たるテーマは以下の通り
である。 
①高校生の規範意識の内実は何か 
②若者の人間関係の取り結び方 
③高校生の進路選択 
④高校生地位達成志向と職業観 
⑤高校生の政治的態度（保守化の進行） 



⑥高校生の性別役割分業意識・ジェンダー観 
⑦リスク認知 
⑧高校生の震災・原発に対する意識  
Ⅱ第 1回・第 2回・第 3回高校生調査データ
を用いた時点間比較と地域間比較 
Ⅲ高校現場への聞き取り調査 
Ⅳ若者意識からみた社会の変動 
 高校生調査データの分析を通して、若者の
意識の変化を明らかにする。 
Ⅴ将来社会の構想 
 若者の意識の変化をふまえて、将来社会を
構想する。高校生調査データの計量分析から
焦点化されるのは、次の 3つである。 
①高校生における意識の保守化 
②高校生の人間関係の取り結び方 
③科学技術と社会のあり方 
 
 
４．研究成果 
(1)2013 高校生調査データの計量分析および
第 1回・第 2回・第 3回高校生調査データの
時点間比較・地域間比較によって、以下の 7
点が明らかになった。 
①規範意識の上昇と規範への同調傾向の高
まり。 
②高校生の人間関係は、必ずしも希薄化して
いないこと。 
③地位達成志向の高まり。 
④政治的態度における保守化の進行。 
⑤雇用不安が、女性の就労意識を高め、その
結果、性別役割分業意識が弱まるかもしれな
いこと。 
⑥非正規雇用リスク認知は、高校生の所属集
団における相対的地位が低いと高まること、
つまり学業成績が悪く、友人数の少ない高校
生は非正規雇用リスク認知を強く感じるこ
と。 
⑦原発支持は、理系クラスおよび男子生徒に
おいて高いこと、したがって理系以外のクラ
スおよび女子生徒では、原発に反対する意見
が多いこと。 
 
(2) 教育現場への聞き取り調査、教育現場で
フィールドワークを実施している研究者へ
のヒアリングにより、以下のような若者の意
識の変動が明らかになった。 
 2000年代以降、若者は「逸脱」への憧れを
弱め、規範への同調性を強めていること、こ
の原因として、次の 2 つが考えられる。1 つ
は、日本社会の将来に対する不安が若者をリ
スク回避の手段として「お利口」にさせ、規
範への同調を強めていること、もう 1 つは、
1990 年代以降の中学校を中心とした管理教
育の進展が、「いじめ」を避けるという目的
とも合致して、若者の規範への同調傾向を強
めていることである。 
 
(3)2016年から 18歳選挙権が実施されること
もあり、将来社会を構想するためには、まず
若者に、将来の共生社会に備えて｢シティズ

ンシップ｣教育を行うこと、このような教育
実践を通して、新しい家族のあり方、地域社
会のあり方、労働のあり方を提示していくこ
とが重要であるという結論に達した。いうま
でもないが、将来の共生社会とは、従来の個
人主義にもとづくものでもないし、これまで
の共同体の復活でもない。 
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り―」（第 57回日本老年社会科学会大会， 
パシフィコ横浜,2015年 6月 13日）  

 
 
(特記事項) 
 上記の通り、学会発表は 20件あるが、 
⑦樋口耕一・阪口祐介「現代の高校生を脱
原発へと向かわせるもの」（第 65回関西社
会学会大会，富山大学，2014年 5月 25日）
および⑩阪口祐介「現代高校生における震
災・原発リスクに関する意識の規定構造」
（第 65 回関西社会学会大会，富山大
学,2014年 5月 25日）に対しては、若手研
究者の優れた学会発表ということで、関西
社会学会奨励賞が授与されている。 
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